
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本遺産「里沼」 

㊶長良神社と館林城下町の総構え 

 

なが  ら  じん  じゃ          たて ばやし じょう   か  まち     そう  がま 

SATO-NUMA 

令和３年度構成文化財追加認定 

「守りの沼」城沼を要害とした館林
城下町の西北端に鎮座し、周囲には
総構えの土塁と堀を利用した水路が
残る。長良神社は中世から館林とそ
の周辺に広く分布し、祭神の藤原長
良が水辺に棲む大蛇を退治したとい
う伝説を持つ。中世・近世の館林地域
の沼辺の開発と城下町建設につなが
る「里沼」の歴史を伝えている。 

〔未指定(建造物・遺跡)〕 

長良神社 

旧館林城の堀跡(第一中学校北側) 守 


